
 

地方公共団体名 北九州市（福岡県） 担当部署 環境局環境政策部総務課 

実施段階 調達方針策定段階 取組内容 調達手引きの作成 

 

北九州市は、グリーン購入方針を適用する市の全組織に「グリーン購入の手引き」（市周知用）を作

成・配布するとともに、外郭団体・指定管理者向けにも「グリーン購入の手引き」（外郭団体・指定管理

者用）を作成し、配布しています。手引きでは、物品調達の手順に加えて、調達フロー、グリーン購入

適合品の検索方法を紹介するとともに、各品目の基準と参考となる環境ラベルを掲載し、誰でも調達に

際してグリーン購入が実施できるようにしています。 

 

グリーン購入の手引き【外郭団体・指定管理者用】（グリーン購入の手引き【外郭団体・指定管理者用】（グリーン購入の手引き【外郭団体・指定管理者用】（グリーン購入の手引き【外郭団体・指定管理者用】（抜粋）抜粋）抜粋）抜粋）    

（中略） 

２．北九州市のグリーン購入への取り組み２．北九州市のグリーン購入への取り組み２．北九州市のグリーン購入への取り組み２．北九州市のグリーン購入への取り組み    

「環境首都」の実現を目指す北九州市では、グリーン購入法に基づき、平成１３年に北九州 

市グリーン購入基本方針を策定し、平成 26 年度には 19 分野 268 品目について、判断の基準 

を定めてグリーン製品の購入を促進するとともに、その結果を HP などで公表しています。 

※グリーン購入の対象となる分野、品目等は、国の基準を参考に毎年度更新を行っていま 

す。（別紙１参照） 

 

【北九州市におけるグリーン購入の基本的な考え方】【北九州市におけるグリーン購入の基本的な考え方】【北九州市におけるグリーン購入の基本的な考え方】【北九州市におけるグリーン購入の基本的な考え方】    

(1) (1) (1) (1) 最優先されるのはリデュース最優先されるのはリデュース最優先されるのはリデュース最優先されるのはリデュース    

製品やサービスを購入する前に、まずその必要性を十分に考えます。また、長期使用や適正 

使用、分別廃棄などにも留意し、環境負荷の低減が着実に発揮されるよう努めます。 

(2) (2) (2) (2) ライフスタイル全般を考慮した物品等の購入ライフスタイル全般を考慮した物品等の購入ライフスタイル全般を考慮した物品等の購入ライフスタイル全般を考慮した物品等の購入    

購入する場合には、価格・機能・デザイン等に、「環境」という視点を加えて検討します。 

製品等の選択にあたっては、資源採取から廃棄までのライフサイクル全般における環境負

荷の低減を考慮します。 

(3) (3) (3) (3) 環境負荷の少ない物品等を環境負荷の低減に努めている事業者から購入環境負荷の少ない物品等を環境負荷の低減に努めている事業者から購入環境負荷の少ない物品等を環境負荷の低減に努めている事業者から購入環境負荷の少ない物品等を環境負荷の低減に努めている事業者から購入    

環境負荷のできるだけ小さい製品やサービスを、環境負荷の低減に努めている業者から購 

入します。 

特定調達品目として分野・品目・目標を定めている製品やサービスについては、北九州市グ 

リーン購入基本方針の基準に適合した物品（特定調達物品等）を購入します。それ以外の製 

品やサービスについても、できる限り環境負荷のできるだけ小さい製品やサービスを購入し

ます。 

(4) (4) (4) (4) 購入しようとする際、経費が著しく割高となる場合は、環境物品等でない製品やサービス購入しようとする際、経費が著しく割高となる場合は、環境物品等でない製品やサービス購入しようとする際、経費が著しく割高となる場合は、環境物品等でない製品やサービス購入しようとする際、経費が著しく割高となる場合は、環境物品等でない製品やサービス

を購入することができます。を購入することができます。を購入することができます。を購入することができます。    

 

３．物品等の調達方法３．物品等の調達方法３．物品等の調達方法３．物品等の調達方法    

(1) 購入する製品やサービスが市の定める品目（特定調達品目）に該当する場合は、調達業者へ

の聞き取り、カタログや HP などで判断基準に該当する物品であることを確認して購入します。 

※判断の基準等については、別紙２「主な製品・サービスの判断基準」を参照してください。 



 

(2) 購入する製品やサービスが市の定める品目（特定調達品目）に該当しない場合や判断基準に

該当する物品等がない場合は、環境ラベルなどを参考にして、できる限り環境への負荷を考慮

した物品等を調達します。 

【環境ラベルとの関係について】 

多くの製品では、個々の判断基準を確認しなくても環境ラベルを参考に、判断の基準に該当 

しているかを容易に判別できます。 

環境ラベルとの関係は概ね以下のとおりです。詳細については、別紙２「主な製品・サービ

スの判断基準」で品目ごとに関係性を整理していますので参考としてください。 

 

� (財)日本環境協会認証のエコマークや（社）オフィス家具協会認証のグリーンマークが

表示された製品は、グリーン購入にも適合します。 

� その他の環境ラベルは、グリーン購入法の判断の基準を包含し、同等以上の基準となっ

ている場合、一部基準の設定がない場合、一部基準が異なる場合等の様々なパターンが

あり、個別に確認する必要があります。 

 

 

 

４ グリーン購入適合品の検索方法 

以下のサイトにて確認できます。 

●グリーン購入適合品 

・グリーン購入ネットワーク「エコ商品ネット」 

ＨＰアドレス ： http://www.gpn.jp/econet/ 

・グリーンステーション 

ＨＰアドレス ： http://www.greenstation.net/green_tekigo.html 

●エコマーク認定商品 

・エコマーク商品総合情報サイト 

ＨＰアドレス ： http://www.greenstation.net/ 

・エコマーク事務局 



 

ＨＰアドレス ： http://www.ecomark.jp/ 

 

 

  

※北九州市公開の資料を掲載しています。 

ＵＲＬ：http://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000165342.pdf 


